
今月の読み物

私のイチ押し　三菱のジェットストリーム0.7mm

ペンだこより銀だこ

　数年前、BICオレンジというかつて世界的なベストセラーであったボール
ペンが日本から姿を消し、話題となりました。
　日本の筆記具は漢字という画数の大きな字を書くためもあり、独自の進化
を遂げているようです。万年筆など、外国製品のEF（エクストラ・ファイン
極細）は日本ではただの細字程度でしかありません。パイロットのこすると
消えるフリクションなどの斬新な製品、またアニメ・キャラクターの描かれ
たものなどもあり、筆記具あさりは楽しくてやめられません。
　そんな中、私のイチ押しのボールペン、それは三菱のジェットストリーム
0.7㎜です。インクの出が良く、まるで氷上を滑るように文字がすいすいと書
けます。ペン先の太さは若干太めの0.7㎜。�0.5㎜もありますがインクの出が
少ないため、たまにストレスを感じます。家族全員これがイチ押しで、皆さ
んに自信を持ってお勧めできる逸品です。
　ところが一つ気に入らない点があります。デザインです。普及タイプはと
ても安っぽくて野暮ったい。高級タイプ、と言ってもヨドバシさんにて1,650
円ほどで買えるボディ、こちらはなぜか青い宝石のようなプラスチックがつ
いていてちょっとがっかり。
　そこで机の中で休んでいる他社製の名入りボールペンなどを引っ張り出
し、ジェットストリームの替え芯が使えるかどうか、片っぱしから試してみ
ました。するとどうよ、ZEBRAのSARASA、これも書きやすい
水性のジェルインクですがこのボディにぴったりと収まりまし
た。こっちの方が断然良い。テンションが上がります。ちなみに
SARASAの替え芯は太いためジェットストリームのボディには
入りません。
　ネットで探すとスヌーピーやスパイファミリーのアーニャ柄も
あり、月報に書くため、とかなんとか理由をつけて大人買い！仕
事をするのが楽しくなります。
　また、細字を書くときに愛用しているぺんてるのエナージェル、
油性と水性のハイブリッドタイプ、こちらにもすっぽりと収まり
ました！普及品はメタリックなデザインで断然こちらの方がいいです。ちなみに、私の知人で雨冠の下
に鶴と書いて靍見さんという方がおり、このペンを愛用しておりました。普通のペンでは名前が書けな
いそうです。お察しします。尚、このレフィルもジェットストリームのボディには太くて収まりません
でした。
　発見も多く楽しかったのですが夜も更けてまいりましたので、この辺でペンを置きます、じゃあなかっ
たパソコンの電源を落とすか。風情がないなあ。っていうか全くボールペン使わないんですけど！？
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た名前である。未来への希望や前向きな姿勢、着実に大きくなるというイメージを持つことから、教育

関係の団体名や作品名などにも使用されている。（ウィキぺディア参照）

写真番号-5 樹番号62　光前寺のスギ並木

　樹齢400年、樹周 5 m、樹高30m　駒ヶ根市赤穂

　光前寺は長野県駒ヶ根市赤穂にある天台宗の別格本山の寺院であ

る。本尊は不動明王で秘仏。天台宗信濃五山（戸隠山の顕光寺・善

光寺・更科八幡神宮寺・津金寺・光前寺）のひとつに数えられた。

1967年（昭和42年）、庭園が国の名勝に指定された。枝垂れサクラ、

ヒカリゴケでも知られる。

＜筆者のつぶやき＞

　このスギ並木は光前寺の参道にあり、境内周囲には巨樹・巨木が

存在する。樹周 5 m、樹高30mの直立した立派なスギが立ち並ぶス

ギ並木はさぞかし迫力があり、また荘厳な雰囲気を醸し出している

ことだろう。貴重な歴史的資産と評価する。

写真番号-6 樹番号63　圓通寺のサクラ

　樹齢推定600年、樹周7.3m、樹高16m　駒ケ根市南割圓通寺

＜筆者のつぶやき＞

　ネットで検索すると圓通寺のサクラはシダレサクラで見事に咲き

誇っていた。

　U氏の写真は、花の時期ではないが、本体の幹は斜めに傾くも、

支えるように枝が巻き付き、傾きを支えている、いや引っ張り起こ

しているように見え、力強さが木全体に漲っている。しかも緑の葉

は青々とサクラの巨木を守っている。素晴らしい巨樹とみた。U氏

の写真も素晴らしい。巨樹の特徴をとらえている。

　そもそもサクラの長寿は珍しいことだ。ソメイヨシノの寿命は約

100年といわれているが、果たしてそうだろうか。

　新木場移転前に筆者の製材工場のあった大横川の側道に、ソメイ

ヨシノの成木が植えられた。花見時には桜のトンネルができるほど、

立派に花をつけ、近隣はおろか遠方から花見に訪れる人でにぎわっていた。この立派なサクラトンネル

がここ数年花の力がなくなってきたように見受けられる。サクラトンネルの花の屋根が透けて見えるよ

うになったのである。木の勢いが衰えてきた証拠とみた。

　この事実から推測すると、圓通寺のサクラの巨木が樹齢600年とはいささか信じがたい。もっともこの

サクラの種類が違っていれば樹齢600年も頷けないことはない。　続く

写真 5　光前寺のスギ並木

写真 6　圓通寺のサクラ
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